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白

本

漁

業

の

_

層

構

成

(-
:

_

す

る

：ー
：：
考

察

.

本
稿
は
日
本
漁
業.に
お
け
る
資
本
制
範
疇
に
属
す
る
諸
醫
に
焦
点
を
.し
.ぼ 

っ
て
そ
の
^
員
を
⑥
㈤
し
、
か
か
：る
特
質
を
生
み
出
す
条
件
を
検
討
し
、

：

そ
；の 

上
に
立
っ
.
て

^

^

の
1 »
| ^

を
探
る
こ
と

を

因

め

と

し

て

い

る

。現
在
の
.日
本 

漁
業
の
の
動
き
は
、戦争にょ

-っV

中
断
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
が、

. 

戦
前
と
の
連
続
面
を
も
つ
と
同
時
に
戦
前
の
資
本
主
義
の
発
展
水
準
の
上
：に
立 

っ
て
^

M
を
み
せ
た
戦
後
の
日
本'i

に
お
げ
る
；
^

^

の
動
き
に
.は
、
戦
前 

に
み
ら
れ
ぬ
傾
向
が
現
わ
れ
て
い
る©'
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
先 

ず
戦
前
に
お
け
る
徽
数
の
変
化
形
態
を
考
察
す
る
こ
と
に
ょ
マ
て
戦
前
に
お 

け
る
！̂

の
動
き
を
探
り
、
次
に_
#

の
_

砠

皿

の
1 »

自
を
^

«
し
、

か

か
へ
 

る
動
向
を
規
定
す
る
®

の
特
質
を
検
出
し
て
ゆ
く
と
い
ぅ
構
成
を
と
る
も
の 

で
あ
る
。
 

へ 
)C-

•

明
治
末
に
始
ま
る
漁
船
動
力
化
は
、
漁
薩
産
に
お
い
て
、
生
産
手
段
所
有 

の
優
位
を
決
定
づ
け
、
こ
れ
よ
り
漁
業
の
.資
本
主
義
化
は
急
速
な
進
展
を
み
せ

八

(

五
〇
六
>
.

.

ニ'

,

:'
高

' 

山

：

蜂

■
.
.
:
三

”

た
。漁
船
の
齪
カ
化
は
、航
行
カ
.
速
カ
の
増
加
に
よ
っ
て
操
業
区
域
を
彼
大
し
、
 

魚
群
捕
捉
力
を
増
す
こ
と
か
ら
、
生
産
を
飛
躍
的
に
高
め
る
が
、
こ
れ
は
漁
撥 

過
程
の
変
革
を
、.
機
船
底
曳
網
漁
業
を
除
い
.て
は
、
顕
著
に
も
た
ら
す
も
の
で 

は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
漁
船
の
動
力
化
が
も
た
ら
す
操
業
区
域
の
蚊
大
は
、
自 

由
な
依
大
な
海
域
が
あ
る
こ

と

が

ら

、
地
先
水
面
の
部
落
的
所
有
形
態
の
否
定 

す
な
わ
ち
、
資
本
の
為
.の
自
由
な
操
業
可
能
形
態
へ
の
ぼ
豸
吣
rr
l

双
態
の
変 

革
を
前
提
と
す
る
こ
と
な
く
し
て
可
能
で
あ
.
っ
ー
た
。
か
か
る
性
格
を
も
つ
M

M
 

■
動
力
化
を
基
礎
.と
ず
る
漁
業
の
資
本
主
義
化
は
、
'漁
業
部
面
に
小
生
産
者
を
存 

続
さ
せ
、
ま
た
労
働
関
係
の
中
に
、
家
父
長
的
、
人
格
の
支
配
隸
従
関
係
を
残
：
 

す
こ
と
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

.

漁
船
の
動
力
化
が
す
す
め
ら
れ
る
と
、
同
時
に
漁
船
の
.大
型
化
も
進
行
し
て 

い
っ
た
。.
そ
し
て
こ
れ
は
、
航
行
労
働
の
軽
減
、'
漁
場
到
達
時
間
の
短
縮
、
漁 

撥
時
間
の
延
長
、
総
じ
て
出
漁
時
間
の
増
大
を
可
能
と
す
る一

方
、
.出
漁
区
域 

を
拡
大
さ
せ
、豊
度
の
高
い
漁
場
で
'の
操
業
を
可
能
と
し
た
。
と
れ
に
よ
っ
て
、
 

従
来
の
労
働
過
程
と
同1

で
あ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
絶
対
的
剰
余
価
値
の
み

. 第 1 表 屯 数 階 層 別 漁 船 数

漁
年 ^ ^ 船

次 ハ へ 、、
5 屯未満 % 5〜10屯 % 10〜20屯 % 20〜50屯 % .

. . 、
50屯以上 %

昭 和 1 年
狻

5,930 100
狻

3,660 100
装

5,343 100
■： 狻

841 100
隻

77
. "  
100

. P ：'； 21,252 381 5,396 147 6,446 120 1,729 2i7 217 281
10 40,658 687 6,841 187 7,154 133 2,108 取 621 806
15 56,784 955 7,513 208 7,588 142 2,828

/
278 816 1059

で
は
な
く
、
相
対
的
剰
余
価
値
を
増
大
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

一
般
に
製
造
工
業 

に
お
い
て
は
、
直
接
的
労
働
過
程
に
使
用
す
る
労
働
手
段
の
改
良
、
革
新
が
， 

相
対
的
剰
余
価
値
生
産
、
I

利
潤
獲
得
の
主
要
な
方
法
で
あ
る
が
、
自
然
的 

に
再
生
産
さ
れ
る
魚
類
を
労
働
対
象
と
す
る
漁
業
に
お
い
て
は
、
そ
の
^

#

M
 

象
が
多
量
に
存
在
す
る
場
に
お
い
て
生
産
を
行
な
う
こ
と
は
®
過
利
潤
獲
得
の 

生
要
な
方
法
と
な
る
。
従

っ
て
、
か
か

る
員
■
へ
の
航
行
を
可
能
と
す
る
漁
船 

の
動
力
化
と
大
型
化
が
、
®

的
漁
撈
過
程
の
革
新
と
並
ん
で
図
ら
れ
て
き
た 

'

の
で
あ

.
る
。

こ
の
よ
う
な
意
義
を
も
つ
、
漁
船
.の
動
力
化
、
大
型
化
の
普
及
の
仕
方
、
動 

力
船
増
加
の
形
態
は
、
漁
業
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
達
の
主
要
な
指
標
と
な
.，
 

り
う
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
.に
よ
っ
て
戦
前
の
磁
業
資
本
主
義
化
の
過
程
を
み
る 

な
ら
ば
、
動
力
漁
船
は
、

一o
〜

ーー〇
屯
層
を
中
心
に
大
正
期
よ
り
増
加
し
、
.' 

次
い
で
五〜

一
 

'〇
屯
層
と
四
屯
前
後
の
.漁
船
が
增
加
し
て
く
る
。
大
正
期
に
は 

ニ
〇〜

五
〇
屯
層
漁
船
が
.最
も
大
型
漁
船
で
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
三
屯
廳
の 

小
型
動
カ
船
の
増
加
が
著
し
く
な
.る
の
.は
昭
.鞭
に
入
っ
.
て
か
ら
で
あ
ゥ
、
五
〇 

屯
以
上
の
漁
船
も
同
時
期
か
ら
増
加
し
.て
き
て
.い

る

.。..
'
先

行

的

に

増

加

し

た

一
 

o〜

ー一〇
屯
層
漁
船
は
、'!
昭
和
に
入
る
と
増
加
傾
向
は
鈍
化
し
、:
五〜

—*
,〇
屯 

層
、_
一
一
〇〜

五
0

屯
層
も
昭
和
六
年
頃
か
ら
増
加
は
鈍
っ
て
く
る
。
-.
こ
の
時
期 

に
，な
お
著
し
く
増
加
す
る
の
は
三
屯
^

!
動
力
船
と
五
a〜

T

0

0
屯
動
力
盼 

で
、

I

〇〇屯以上の織数は少かい。

：

.

.

.

動
カ
漁
船
増
加
と
共
に
漁
獲
量
も
高
ま
っ
て
く
る
？
明
治
末
期
ょ
り
昭
和
初 

頭
ま
で
に
^

類
漁
獲
高
は
漁
業
種
に
よ
り
異
な
る
が
.三
：倍
か
ら
四
倍
衡
加
し
て

日
本
漁
業
の
階
層
櫞
成U

関

す

る,-
—.
考

察'.

く
る
0

そ
し
て
こ
の
過
程
は
、
い
わ
ゆ 

る
沖
合
漁
I

展
の
過
程
で
あ
り
、
漁 

船
数
の
増
加
テ
ン
ポ
よ
り
速
い
総
屯
数 

•

増
加
、
す
な
わ
ち
漁
船
大
型
化
が
進
行 

す
る
。

..

.
:

漁
船
.の
動
力
化
が
一
〇〜
ニ
〇
屯
層 

を
先
頭
に
行
な
わ
れ
て
き
た
：こ
と
は
ぃ 

一
部
漁
業
に
お
い
て
、
：無
動
力
の
そ
の 

規
模
の
漁
船
に
.よ
る
操
業
形
態
が
と
ら■

れ
て
い
た
こ
.と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
.

大
型
無
動
力
船
に
よ
る
操
業
は
、
出
漁 

範
囲
が
i

づ
け
ら
れ
、航
行
i

は
、

.

':
漁
撈
を
制
限
し
て
い
.た
。
そ
の
1

は 

:

漁
船
動
力
化
に
よ
つ
て
突
砠
さ
れ
る
こ 

f

.
:と
か
ら
、先
ず
、
ー
〇〜

ニ
〇
屯
層(

漁 

:

統船肩幅八

.尺
以
上
>
:無
動
カ
船
に
よ
る
.

:
鱗

:
操
業
が
行
な
わ
れV

い
た
M
 

2
'

を
先
頭
に
動
力
化
が
す
す
め
ら
れ
た
も 

^
 

.の
と
い
え
よ
ぅ
0

次
.い
■で
'旋

網
•.沖
曳 

#
'
:
網
漁
業
の
動
力
化
が
進
行
し
た
の
で
あ 

:

|

る
。
漁
船
：の
動
カ
化
は
、
無
動
カ
船
に 

:.
f

よ
る
操
業
で
は
M

に
達
し
て
い
る
各

九

(

瓦
0

セ)



種
漁
業
の
上
層
か
ら
始
め
ら
れ
て
ゆ
く
。
従
っ
て
動
力
漁
船
の
増
加
形
態
は
？

小
型
動
力
船
を
主
導
と
す
る
増
加
で
は
な
い
。"
す
な
わ
ち
、
.,
か

か

る

形

態

を
.

と
る
こ
と
は
、
.日
本
漁
®

に
お
い
て
階
層
的
分
化
.
分
解
が
進
行
し
で
い
た
結 

果

の

現

象

で

あ

る

と

い

え

よ

#

。
’
：

 

r
〇〜

一
ー0
屯
層
漁
船
の
急
激
な
増
加
は
、

や
が
て
、
そ
の
規
模
で
操
業
し
う
る
漁
場
の
豊
度
の
低
下
を
必
然
化
し
、
i

.
 

利
澗
は
減
少
^

る
。
と
.の
為
、
よ
り
大
型
船
に
よ
る
操
業
範
囲
の
被
大
が
必
至 

と
さ
れ
て
く
る
。
昭
和
期
に
A'
'
っ
て
.よ
り
の 

一
◦〜

ー
一q

屯
層
、
五〜

 
一
0
屯 

層
、
一
1

0〜

五
〇
屯
)1
漁
1}
の
増
加
の
鈍
化
は
、
昭
和
恐
慌
に
よ
る
魚
価
の
低 

落
の
傷
手
を
被
っ
た
こ
と
に
よ
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
が
、
豊

度

の

低

下

か

，
 

ら

靈

利

渦

、
或
い
は
利
潤
す
ら
実
現
出
来
な
く
な
る
傾
向
に
な
っ
て
き
た
か 

ら
で
も
あ
る
。

一
〇
~
ー一〇
屯
層
漁
船
を
経
営
す
る
資
本
家
に
と
っ
て
は
魚
価 

低
落
は
追
打
ち
的
な
深
傷
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。'
し
か
し
、
昭
和
期 

に
お
け
る
動
力
漁
船
の
増
加
傾
向
に
お
け
る
一
〇〜

一1
0
屯
層
漁
船
を
中
心
と
.

す
る
増
加
の
鈍
化
は
、

一
〇〜

ニ
〇
屯
層
漁
船
の
過
剰
傾
向
を
内
花
的
に
示
す 

も
の
で
は
あ
る
が
、
絶
対
的
過
剰
を
意
味
す
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
ま
た
、

：

. 

さ
ら
.に
大
型
化
し
て
ゆ
く
展
望
が
奪
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
ば
な
か
ら
た
よ
う
で
'' 

あ
る
。
し
か
し
漁
業
生
産
は
戦
争
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
た
。
戦
前
の
資
本
主
義 

的
発
展
の
一
条
件
を
形
成
し
て
い
た
外
地
出
漁
は
敗
戦
に
よ
っ
て
閉
さ
れ
、
狭 

め
ら
れ
た
漁
場
内
で
戦
後
の
漁
業
生
産
の
復
興
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か 

っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
戦
後
に
お
け
る
日
本
漁
業
は
、
戦
前
の
発
展
を
継
承 

し
、
か
か
る
水
準
か
ら
の
再
建
で
あ
っ
た
。
戦
争
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
大
型
漁 

船
は
さ
ら
に
大
型
化
さ
れ
て
復
興
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

:

ー

〇

C

五
〇
八)

.

(

注
1)

新
川
，伝
助
氏
は
、
.小
生
庫
者
の
分
解
が
遅
れ
、
労
働
関
係
に
封
建
的 

性
格
を
残
し
て
ぃ
る
概
搬
を
、
日
本
漁
業
の
資
本
主
義
的
発
展
の
起
動
力
が
、 

外
国
輸
入
技
術
：に
棊
づ
く
移
植
漁
業
に
あ
，っ
て
、「

従
来
-
ら
の
旧
漁
業
体 

係
の
自
然
的
成
長
の
所
産」

4「

日
本
ぬ
^

に
お
け
る
資
ポ
主
義
の
発
逮」

六 

:

七
頁)

で
は
な
' 
い
と
と
.ろ
に
求
め
る
0

す
.な
，わ
ち
.、

日

本

漁

業

の

資

本

制

経 

営
化=

=

近
代
化
は
輪
入
漁
業
に
お
ぃ
て
ま
ず
先
行
さ
れ
、「

前
資
本
主
義J

 

形
態
に
あ
る
漁
業
=

旧
漁
業
を
、
そ
扎
が
変
革
し
て
い
く
と
い
ぅ
シ
.-
1

:

Iマ 

を
描
い
て
い
る
。:.
し
'か
し
、
日
本
漁
業
の
資
本
主
義
的
発
展
.に
お
い
て
は
、

. 

そ
れ
が
、
そ
の
内
部
か
ら
と
げ
ら
れ
て
行
き
な
が
ら
も
-"
*

な
.お

「

旧
漁
^」 

を
決
定
的
分
解
に
導
か
な
か
っ
た
の
ナ
あ
る
。
大
型
定
置
網
漁
業
、
か
つ
お 

釣
漁
業
、
.,
機
船
底
曳
網
漁
業
、
楊
繰
網
漁
業
な
ど
の
資
本
制
漁
業
は
、
輸
入 

技
術
に
基
づ
.く
漁
業
と
は
い
い
え
な

い

。

こ
れ
ら
の
漁
業
の
自
生
的
発
屎
の 

事
実
.を
、
新
川
氏
は
理
論
上
拒
否
せ
ざ
.る
を
え
な
い
。
そ
こ
で
新
川
氏
は
資 

.
本
制
経
営=

機
械
制
生
庫
形
態=

=

輸
入
漁
業
に
置
き
か
え
、
そ
れ
を
非
機
械 

制
生
庫
形
態
2

削
資
本
主
義
経
営
=

旧
漁
業
に
対
置
す
る
こ
>

に
な
，り
、
輸 

入
漁
業
以
外
の
資
本
主
義
漁
業
を
小
生
産
的
漁
業
と
同
一
範
_
に
閉
じ
こ
め 

て
し
ま
.
.わ
ざ
.る
を
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

.

(

注
2)

，
小
沼
勇
氏
は
、
労
働
関
係
に
お
け
る
封
建
的
性
格
、
技
術
の
手
工
業 

的
性
格
：か
ら
、

資
本
：制
漁
業
を「

マ
ニ
ュ
的
漁
業」

と
規
定
し
た
へ「

日
本 

漁
業
経
済
発
達
史
序
説」

第
三
章)

。

か
く
規
定
す
る
理
由
は
次
の
如
く
で 

あ
る
。「

『
中
小
資
本』

概
念
は

一
般
の
中
小
企
業
資
本
と
同
一
の
も
の
に
解 

消
せ
し
め
•ら
れ
る
'こ
と
に
な
り
、
漁
業
の
も
つ
独
自
の
半
軋
建
的
諸
関
係
と

漁
業
独
占
資
本
支
配
と
の
相
互
関
聯
性
の
中
で
の
マM

ュ
.的
漁
業
の
性
格
、
 

位
置
、

役
割
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。J 

(「

漁

業

経

済 

学

の

動

向

」
〔「

農

業

経

济

研

究

」

ニ

六

卷

ー

号.

〕
〕

「

マ
-

1

ュ

的

漁

業

」

と
い 

ぅ
概
念
は
、
日
本
漁
業
の
半
.封
逋
的
生
産
形
態
を
示
す
、
.
特
殊
、
歴
史
的
概 

念
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
小
沼
氏
は
：、
資
本
制
範
_
に
お
け
る 

「

マ
ニ
ュ
的
漁
業」

の
、

資
本
制
的
本
質
よ
り
、
.

「

封

建

的

性

格

」

を

.重

視 

し
、
半
対
遮
的
諸
関
係
を
基
軸
と
し
て
日
本
漁
業
を
分
析
す
る
視
点
に
推
転 

し
た
。
こ
の
結
果「

究
極
に
お
い
て
封
翅
的
な
も
の
前
期
的
な
も
の
の
強
調 

に
終
り
、
中
小
漁
業
が
今
日
も
っ
て
い
る
よ

り

极
本
的
な
主
要
な
矛
盾
を
隠 

蔽
す
る」

(

庄
司
東
助「

中
小
漁
業
の
性
格
に
つ
い
て
,-〔「

漁

業

経

済

研

究

」

. 

第
五
巻
第
二
号
ニ
ニ
頁〕

)

こ
と
に
な
ら
た
。

(

注
3)

か
か
る
形
態
で
の
動
力
化
の
進
行
を
促
進
し
たI

因
は
、「

遠
洋
漁 

業
奨
励
法」

に
签
づ
く
、
柿
助
金
政
策
で
あ
っ
た
。
ラ
ッ
コ
•
オ
ッ
ト
セ
ィ 

狐
へ
の
補
助
を
直
接
的
目
的
と
し
て
開
始
さ
れ
た
辅
助
金
制
度
は
、
そ
の
内 

容
を
漸
次
変
容
し
て
ゆ
き
、「

石
油
発
動
機
';.に
よ
る
動
力
漁
船
の
成
功
に
よ 

っ
て
沖
合
遠
洋
漁
業
の
飛
躍
的
発
展
も
可
能
に
.な
り
、
そ
の
流
れ
の
先
頭
に 

立
っ
て
遠
^

11
業
奨
励
法
の
大
き
な
役
割
も
逹
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。」

(

古 

島
敏
雄
. 

一一

野
瓶
徳
夫r

漁
船
動
力
化
の
研
究
序
説」

四
九
貢)

(

注
A

 

i

般
に
漁
業
に
お
い
て
も
、
漁
船
大
型
化
、
又
は
新
技
術
の
導
入
に 

よ
っ
て
え
ら
れ
る
超
過
利
潤
を
、
資
本
間
の
競
争
は
、
そ
の
普
及
を
通
じ
て 

工
業
と
同
.様

に

消

滅さ
せ
て
ゆ
く
が
、
か
か
る
過
程
と
：並
ん
で
、
経
済
的
に
. 

有
限
の
、I
自
然
的
に
再
生
産
さ
れ
る
魚
類
を
労
働
対
象
と
す
る
こ
と
か
ら
、

日
本
漁
業
の
階
餍
镏
成
”に
関
す
る
ー
考
察

競
争
が
激
化
し
、
過
度
の
生
産
が
行
な
わ
れ
る
な
ら
、
労
働
対
象
そ
の
も
の
，
 

の
減
少
を
通
じ
て
労
働
の
生
産
性
が——

工
業
に
お
い
て
は
、
資
本
办
有
機 

的
構
成
の
高
度
化
と
と
.も
に
向
上
し
た
労
働
の

生
産
性
を
低
下
さ
せ
る
要
因 

は
な
い
が
I

漁
船
を
大
型
化
或
い
は
、
新
技
術
を
導
入
1.
た
当
初
ょ
り
低 

下
し
て
ゆ
き
、
丨
生
，産
力
.を
、本
来
的
姿
態
に
お
い
て
発
現
す
る
こ
と
を

障
げ
、
 

起
過
利
潤
の
消
滅
を
速
め
る
。
こ
.
の
こ
と
か
ら
、
国
家
に
ょ
る
隻
数
•
屯
数 

制
限=

資
本
の
当
該
漁
業
胄
ぽ
へ
の
自
由
な
流
入
の
阻
止
が
、
先
進
的
漁
業 

資
本
に
ょ
づ
.
て
要
望
さ
れ
る
。
こ
の
制
限
が
漁
業
大
資
本
形
成
の
一
つ
の
大 

き
な
条
件
を
な
し
た
の
で
あ
る(

長
谷
川
彰「

漁
業
独
占
資
本
に
つ
い
て」 

〔「

漁
業
経
済
研
究」

第
八
卷
第
-:
号〕

参
照)

。

戦
後
の
日
本
漁
業
は
動
力
船
数
か
ら
み
れ
ば
、
昭
和
一一

三
年
に
は
戦
前
水
準 

を
凌
駕
，し
た
。戦
後
の
動
力
船
増
加
の
形
態
は
、戦
前
ょ
り
著
し
い
大
型
化
の
急 

速
な
進
展
で
あ
る
。
漁
i

層
別
に
比
較
す
れ
ば
、
五
0

也
以
上
漁
船
が
昭
和 

二
三
年
に
は
昭
和
一
五
年
の
約
三
倍
と
な
り
、
五〜

五
〇
拖
層
で
は
ニ
〇〜

三 

〇
％
の
.増
加
、
五
屯
i

層
孓
約
四
〇
％
増
加
し
た
。
即
ち
戦
前
に
お
け
る
動 

力
漁
船
の
増
加
形
態
は
戰
後
に
お
い
て
も
、
と
ら
れ
て

い

る

と
い
ぅ
連
続
面
が 

そ
の
.中
に
ぅ
か
が
え
る
の
で
あ
る
が
、
：漁
船
敦
の
増
加
速
度
は
五
〇
屯
以
上
の 

大
型
漁
船
に
お
い
て
最
も
高
い
と
い
'5
,

^
型
化
^

^
が
、
他
の
階
層
の
漁
船
の 

増
加
に
対
し
-て
、
顕
著
と
な
る
。
ニ
三
年
以
降
の
漁
船
数
の
推
移
を
み
る
と
、
 

五〜

ー
〇
也
、」

0〜

ニ
〇
也
層
で
は
、
昭
和
一j

五
年
ま
で
増
加
す
る
が
ニ
六

一一 

(

五
〇
九)



第 2 表屯数階層別動力漁船数

船階層

次

1 屯
未満

1
1

3
1
5 屯

5
1

10屯

10
1

20屯

20
1

50屯

50
1

100屯

100
1

200屯

200
1

500也
500屯
以上

狻 狻 狻 傲 级 狻 狻 银 裳 猫
昭 和 2 3 年 16,557 53,636 11,115 9,658 9.127 3.107 1,908 352 92 85

24 19,538 60,134 13,072 10,641 10,382 3,699 1,995 373 96 87

25 21,812 63,958 14,438 11,123 11,082 3,939 2,059 375 95 38

26 22,515 64,666 13,942 10,896 9,941 4,352 1,951 329 109 28

27 22,690 66,035 14,578 10,876 9,964 4,193 1,904 322 131 27

28 23,9X0 69,067 15,119 10.430 9,702 4,236 2,088 333 157 33

29 25,346 71,504 15,649 10,203 9,331 4,135 2,314 394 191 52

30 26,726 74,892 16,166 9,951 9,251 4.038 2,627 474 234 62

31 29,155 79,404 16,995 9,722 9,194 3,941 2,916 502 268 100

32 31,110 81,797 17,812 9,488 8,939 3,859 3,061 502 287 138

33 32,454 87,103 19,132 9,242 8,650 3,981 8,189 513 309 144

船統計表.備考各年度
.年
に
は
約
；一

へ

六

、
ニ
七
年
と
滅
少
す
る
が
、.
.：ニ
/\
年
か
ら
増
加
に
転
じ
、
-

三

：
年

ま

，
で

に

六
 

割
、
前

年

に

割

増

加

す

る

。：

一：.〇
〇〜

ニ
〇
〇
屯
層
も
前
の
階
|1
と
同
ー
^
向
を
示
し
て
い 

比

ベ
れ
ば
る
。

ニ
0

〇〜

五
〇
0

屯
層
は
.

一
j

五

年

ま

で

篇

し--
一
六
年
より
^

⑽

M
fM
]

に 

減少し、そ

移

り

、

'三j

一

一

年

に

は

二

六

年

の

約
:五
.〇
0

屯
以
上
の
漁 

の

後

一

賞

し

.
船
は
二
.
.七
年
ま
で
減
少
傾
向
に
あ
り一

ー
八
年
か
ら
増
却
し
、
三
：三
年
に
は
ニ
：七 

て
減
少
し
、

年
の
五
倍
強
増
し
て
き
て
い
る
:：
0

- 

V

三
三
年
に
は 

五
屯
以
上
の
漁
船
数
変
化
.の
時
期
は
、

一：つ
の
連
続
性
を
示
し
て
い
る
。
五 

最
高
時
.に

比

}
.五
0-
也
層
が
ニ
-五
、.
.六
年
を
ピ
.
丨
ク
と
し
.て
滅
少
に
転
ず
る
と
、
そ
の
上
の 

し
、H

割
、.

五
〇〜

ニ
0

〇
屯
層
が
増
加
し
て
さ
ら
に
1:ー
〇
〇
屯
以
上
層
は
時
期
的
に
連
れ 

そ9

数
を
滅
て
こ
九
年
頃
よ
り
増
加
が
著
し
く
な
る
。
一
一
九
年
以
降
の
ー
〇
〇
屯
以
上
大
型 

じ
て
い
る
の：

船
.の
急
増
は
、
戦
後
建
造
さ
れ
た
大
型
漁
船
の
更
新
期
に
当
る
と
い
ぅ
こ
と
が 

一一
〇〜

五

o
そ

の

一
因
を
な
.し
て
お
り 

新
と
同
時
に
大
型
化
が
進
行
し
た
の
で
あ
る
が
、
 

屯
層
も
、
.ニ五ト五〇屯層の

.減
少
の
時
期
と
五
〇
恥
1

1

加̂

の

.時

期

が

連

続

し

て

い

る

こ 

.
六

年

を

ピ

ー

と

は

、
前
者
に
よ
る
経
営
の
行
ぎ
づ
ま
り
か
ら
大
型
化
へ
の
転
化
の
現
象
形
態 

ク
と
し
て
三
で
あ
る
と
速
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
年
に
は
約
：

漁
船
の
増
加
傾
向
を
主
な
漁
業
種
を
と
っ
て
そ
の
竣
工
状
況
よ
り
み
る
と
、

一
iJ
M

少

す

大

型

漁

船

の

竣

工

は

ニ

九〜

三
〇
年
に
か
け
て
高
く
、：.就
中
、
か
つ
お
.
ま
ぐ 

る
。
.五
〇〜
ろ
漁
船
の
竣
工
は
ニ
九
年
、
三
.
0
年
の
両
年
が
著
し
く
な
っ
て
い
る
。
新
た
に 

1
〇

〇

屯

層

.

建
造
さ
れ
る
漁
船
の
.
一
隻
当
り
.屯
数
は
以
西
底
曳
を
除
け
ば
：、
不
等
で
あ
り
、：：
 

は1
1

五

年

ま

各

^

T
.

業
種
に
よ
っ
て
異
な
り
、.

一

貧
し
て
の
屯
数
増
加
傾
向
は
は
っ
き
り 

で
増
加
し
、

現
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
.は
、
各
漁
業
種
の
階
層
構
成
の
相
違
か
ら
生
ず
る
も 

そ

の

後

ニ
 

.の
と
い
え
る
で
あ
ろ
ぅ
。

：

第 3 表 漁 別 漁 船 竣 ェ 数

種
次 \

総数 以西底輿 中型底崁
か つ お •

t ぐろ 旋 辋 サ バ釣 その他

隻 狻
1 隻当 
り屯 隻

1 狻当 
り屯 隻

1 狻当 
り屯 隻

1 隻当 
り屯 隻

1 隻当 
り也 隻

昭和27年度 •627 54 75 129 31 64 11Y 92 38 54 44 284
28 781 78 77 158 39 120 153 146 39 64 52 215
29 969 85 78 166 45 218 167 168 48 27 60 305
30 920 103 81 159 51 190 153 126 46 13 63 329
31 823 95 81 147 . 47 140 193 97 47 23 60 321

. 32 795 36 78 144 46 118 187 139 58 44 64 314
38 892 72 83 152 42 121 121 79 36 76 60 86

日
本
漁
業
の

階
層
榴
成
に

関
す
る

戦
後
.の
漁
船
数
の
推
移
に
五
〇
屯
以
上
層
の
増
加
傾
向
で
あ
る
。
ま
た
定
置
網
•地

び

き

の

滅
 

お
い
て
一
賞
し
て
増
加
し
て
少
傾
向
が
強
く
知
ら
わ
れ
て
い
る
。
か
か
る
形
態
は
各
海
区
に
よ
て
差
異
な 

き
て
い
る
の
は
大
型
馓
船
層
し
と
は
い
え
な
い
。
大
型
漁
船
経
営
層
の
增
加
は
各
海
区
に
わ
た
.つ
て
普
遍
的 

;

と
並
ん
で
五
屯
i

の
動
力 

' 

で
あ
る
が
、
'1

Q
0

屯
以
上
.の
大
型
漁
船
経
営
層
は
特
に
太
平
^

^
 

•中
区
、
 

船
で
あ
る
。
こ

の

層

の

漁

船

$

乂
那
海
&

に
，_
中
’し
て
お
り
、：
こ
れ
ら
の
海
|2
:

で
は
、

ー
〇
〇〜

ニ
〇
〇
屯 

の
'増
加
は
既
に
昭
和
初
頭
よ
層
の
停
滞
乃
至
は
減
少
傾
向
が

.ぅ
か
が
わ
れ
、
ま
た
一
〇〜

ー
〇
〇
朮
層
の
減 

.
る。
り
み
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
少
は
、
瀬
戸
区
と
な
ら
ん
で
顕
著
で
あ
る
。
日
本
海
北
区

•
西
区
で
は
、
 

が
、
戦

後

に

お

い

て

も

そ

の

三

〜

一
〇
〇
屯
層
ま
で
が
ー

」

様
に
減
少
し
て
お
り
、
概
し
て
漁

i

展
の
遅
れ 

49
傾
向
は持

！！

さ
れ
て
.い
る
9 

' 

.
て
い
た
海
区
で
は
三〜

五
屯
層
が
減
少
し
、
先
進
地
帯
で
は
、
'

H〜

.五
屯
層
が 

No
.
.し
か
し
そ
の
増
加
傾
向
は
、，

逆
に
増
加
し
て
き
て

〗

い
る
。
す
な
わ
ち
、
太
平
洋
に
面
し
、
漁
場
に
，め
ぐ
ま
れ 

g

ー
屯
ま
^

ぬ
趴
で
は
三
一
年
産
地
市
場
条
件
が
擊
つ
て
お
り
、
大
都
市
を
ひ
か
え
て
い
る
太
平
洋
中
区

，
北 

_

よ
り
停
滞
化
を
み
せ
て
き
て
区
、
或
い
は
$

那
海
区
で
は
へ
大
型
船
経
営
層
の
増
加
と
五
屯
未
満
層
の
増 

調
お
り
、
小

型

動

カ

船

の

過

剰

加

、
中
間
層
の
減
少
と
い
ぅ
両
極
的
分
化
形
態
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。

r

漁 

I

化
を
«

东
し
て
い
る
。 

業
動
態
調
査
.一

に
よ
ヮ
て
昭
和
二
八
年
よ
り
三
ニ
年
の
階
層
異
動
を
み
れ
ば
、
 

JC
以
上
の
様
な
漁
船
数
の
変
.

'

ニ
〇〜

三
〇
屯
層
が
1

し
て
同
ー
_

に
存
続
し
て
い
る
率
が
|

低
く
不 

化
は
、
経
営
体
数
の
変
化
傾
安
定
層
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
次
い
で
三
〇

〜

ー
〇
〇
屯
層
が 

紅
向
と
一
致
し
て
い
る
の
で
.あ
パ
.
•
低
.く
な
つ
て
い
る
。
し
か
し
三
0〜

五

〇

屯

層

で

は

、

上

の

漁

船

^

!

と

下

の 

船

る

。
.昭
和
二
八
年
よ
り
三
ニ
階
層
に
異
励
す
る
傾
向
は
ほ
ぼ
均
衡
し
て
い
る
が
ニ
〇

〜

三
〇
屯
層
で
は
や
や 

|

年
ま
で
の
四
年
間
の
年
次
別
，

下
向
傾
向
が
強
く
、
五

0

屯
以
上
層
で
は
上
'へ
：の
階
層
異
動
傾
向
が
強
い
。
ず 

は

.経
営
体
数
の
変
化
は
、
五〜

 

' 

な
わ
ち
現
在
で
.は
ニ
O'〜

五
〇
屯
鳳
ゼ
中
心
と
し
て
両
極
的
に
分
化
し
、
そ
の 

^
 

'五
〇
屯
層
の
径
^
1
^
1
|
の
滅
'

,.
間
の
.断

続

が

深

ま

ろ

ぅ

と

し

て

，い
，
る

と

い

克

.よ
ぅ
。
：

少
傾
向
と
五
屯
§

層
及
び
、

一
考
察 

•

一
 

三

(

五
一
一)

£
Ifi

■'rj
丨s

1
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昭
和
三
三
年
の「

沿
岸
漁
業
臨
時
セ
ン
サ
ス」

に
ょ
れ
ば
、：
議

営

体

の 

〇
•一
1
%

に
当
る
ニ
〇
〇
屯
以
上
の
経
営
体
が
粗
生
産
額
の
二
八
％
、
生
産
量

日
本
漁
業
の
階
層
擀
成
"に
関
す
る
，
一
考
察

の一

一
四
％
を
占
め
る
の
に
対
し
、
三
屯
未
満
動
力
船
及
び
無
動
力
船
階
層
は 

経
営
体
数
の
六
六
％
を
占
め
な
が
ら
、、
粗
生
産
額
で
は 

一
二
％

、
生

員*:
で

は 

'

0

.,
•
五.

％
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
.と

い

ぅ

著

し

い

差

異

を

も

つ

®

の

並

存 

を
示
し
て
い
'在
。
こ
の
様
な
差
異
は
二
八
年
に
比
す
れ
ば
、

一
層
拡
大
し
て
き

一

五

(

五
一
.三)
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譫
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弾

_

簾

瞵

葆

肇

」

て
お
り
、
漁
業
生
産
に
お
け
る
大
型
漁
船
i

の
比
重
は
、
高
ま
っ
て
き
て
い 

る
。
先
き
に
も
述
べ
た
如
く
、
五〜

一
〇
〇
屯
層
で
は
経
営
体
数
は
減
少
し
、
 

そ
れ
に
つ
れ
て
、
こ
の
廇
の
、1

高
が
^

1

高
に
占
め
る
割
合
4'
低
下
し
て
. 

い
る
。
か
か
る
傾
向
は一

一
〇
〇
屯
以
上
層
が
日
本
漁
業
の
生
産
力
の
担
手
に
な

つ
て
く
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
ニ
0

0
也
以
上
層
と
そ
れ
以
下
の
層
と 

で
は
単
に
経
営
規
模
の
差
の
み
.で
は
.な
く
質
的
差
異
を
含
ん
で
い
る
も
の
と
い 

え
る
で
あ
ろ
ぅ
。
以
下
に
お
い
て
各
階
層
の
生
産
構
^

を
検
討
し
ょ
ぅ
。

経
営
規
模
が
犬
ぎ
く
な
る
に
従
マ
て
、
そ
こ
で
使
用
さ
れ
る
漁
船
屯
数
は
飛

鰣

7

鄉

顳

11
涇

1

歃

味
#

 
0

づ
卡

站

自

S

「

眾

袖

藤

嫌

戡

潘

镩

1

弾

_

霤

馨

_

」

躍
的
に
増
加
す
る
。
.こ
の
増
㈣

は
特
に 
一
0

0
屯
以
上
層
に
ぉ
い
て
ニ
童
の
姿 

を
示
し
て
い
る
。
第
一
に
ニ
八
年
よ
り
三
三
年
に
か
け
て
、
そ
こ
で
使
用
さ
れ 

る
漁
船
規
模
は
二
倍
と
な
り
、
第
二
に 

一
0

〇〜

ニ
〇
〇
喵
層
の
'漁
船
規
模
と 

の
差
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

ー
0

〇
屯
以
下
の
階
層
で
は
、

一
隻
あ
た 

り
の
使
用
漁
船
規
模
は
、
ニ
八
年
に
比
し
ほ
ぼ
同
一
.
か
、
減
少
し
て
い
る
。

T

 

経
営
体
あ
た
り
の
平
均
屯
数
は
こ
れ
ら
階
層
に
お
い
て
も
^
加
し
て
い
る
の
で 

あ
る
か
ら
、
一
隻
当
り
平
均
屯
数
の
減
少
は
、

こ
れ
ら
1

が
^
1}
隻

数

を

^

加
 

し
て
き
た
結
果
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
¥
均
屯
数
を
増
加
さ
せ
て 

い
る
ー
〇
〇
屯
以
上
の
1

で
は
、
か
■え
っ
て
ニ
八
年
よ
り
平
均
使
用
隻
数
が 

減
少
し
て
い
る
。
.
し
か
し
屯
数
増
加
が
そ
れ
を
上
ま
.わ
つ
て
、

.
一
経
営
体
当
り
.

日
本
漁
業
の
階
層
櫞
成
に
関
す
る
一
.考
察

の
平
均
の
所
有
総
屯
数
を
増
加
さ
せ
.て
い
る
の
で
あ
る
。：
し
か
し1

〇
〇
屯
以 

上
層
の
使
用
漁
船
隻
数
が
一
一
八
年
に
比
し
減
少
し
て
含
て
い
る
と
は
い
克
、

一
 

〇
〇〜

ニ

〇

.0
屯
層
で
は
平
均
約
三
隻
、
1
'ー
〇
〇
啦
以
上
層
で
は
五•

七
隻
を 

経
営
し
て
お
り
は
る
か
に
下
の
階
層
よ
り
、
多
i

船

の

経

、
営

に

よ

り

漁

不

漁
 

.
の
不
安
定
さ
を
平
均
化
し
ぅ
る
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
多
数
漁
船
を
使
用
し 

て
い
る
こ
と
は
、
営
む
漁
業
種
に
.よ
つ
て
意
味
が
異
な
る
。
か
つ
お
•
ま
ぐ
ろ 

漁
船
の
如
く
単
»

で
操
業
し
ぅ
る
も
の
と
、
一i

曳
底
曳
や
、
旋
網
な
ど
の
複 

船
で
操
業
す
る
も
.の
と
は
、
一.一
隻
漁
船
を
所
有
し
て
い
る
と
'い
つ
て
も
後
者
で 

は
そ
れ
を
も
つ
て
は
へ
じ
め
て
ー
漁
撈
体
を
形
成
す
る
し
、
前
者
で
は
一
一
漁
撈
体 

と
な
る
か
:̂
:で
あ
る
。
そ
れ
故
多
1

船
の
使
用
の
側
面
の
み
で
は
、
質
的
差

一
七
入
五
一
五

)

IIS



.

異
は
明
ら
か
に
は
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

一
〇
〇
拖
以
上
層
の
経
営
隻
数
減
少
、

1

隻
当
り
屯
数
増
加
、

一

o〜

T

〇 

〇
屯
層
の
経
営
隻
数
増
加
傾
向
と
一
隻
当
り
屯
数
の
減
少
傾
向
に
お
い
：て
、
い 

ず
れ
の
階
層
も
経
営
総
屯
数(

経
営
規
模)

.
は
増
加
し
て
き
て
い
る
が
、
か
か 

る
傾
向
の
結
果
、
使
用
す
る
漁
船
の
也
数
の
ひ
ら
き
が
大
き
く
な
ら
ざ
る
を
え 

な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
罾
ホ
の
技
術
的
^

成

の

差

を

示

す

も

の

で

あ

る

.0
資

本 

の
技
術
的
構
成
の
差
を
み
る
一
つ
の
は
、

.漁
業
従
事
者一 .

入

当

り

の

.屯

数
 

で
あ
る
。
も
と
ょ
り
、
技
術
的
構
成
を
み
る
為
に
は
、
労
働
手
段
の
！
！̂

に
つ 

い
て
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
主
要
な
労
働
手
段
で
あ
る
漁
船 

に
つ
い
て
の
み
検
討
す
れ
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

一
.

人
当
り
.平
均
屯
数
は
、

. 

三〜

三
〇
屯
層
ま
で
は
、

一
屯
前
後
で
あ
る
が
、
三
〇〜

一
〇
〇
屯
層
は 

一• 

六
也
、

一
〇
〇〜

ニ
〇
〇
屯
層
に
い
た
っ
て
ニ 

•
五
屯
と
な
り
、

ニ
〇
〇
屯 

以
上
で
は
六•

五
屯
と
急
増
し
て
い
.る

。

特
に
一
一
0

〇
屯
以
上
層
で
は
二
八
年 

に
比
し
ニ
倍
に
増
加
し
て
い
る
が
、
他
の
階
層
で
は
い
ず
れ
も
ニ〜

三
割
の
增 

加
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
か
か
る
、

|

人
当
り
平
均
屯
数
.の
増
加
が
、

経
営 

規
模
の
拡
大
傾
向
が
大
き
く
な
い
®

.

に
お
い
て
も
は
っ
き
り
あ
ら
わ
れ
：て 

い

る

の

は

、
，

1

i

体
当
り
の
従
事
者
数
が
減
少
し
て
き
た
結
果
で
あ
る
。
_
一
 

経
営
体
当
り
の
平
^

^
事
者
数
は
、
全
i

に

わ

た

っ

て

、

一
ー
八
¥

に

比

す

れ 

ば
、
減
少
し
て
お
り
、
そ
の
減
少
率
は
、

一
経
営
体
当
り
、
三
◦
屯
以
上
層
で 

は

九

％

、

五

〜

三

〇

屯

層

で

一

八

〜

九

％

、

五

屯

_

層

及

び

無

動

カ

船

層

で 

は
ニ
四〜

六
％
と
、
経
営
i

が
小
さ
い
ほ
ど
減
少
率
は
高
い
。
そ
の
減
少
は 

一o

屯
以
上
層
で
は
雇
傭
労
働
力
の
排
除
に
よ
っ
て
す
す
め
ら
れ
、
三〜

一
〇

屯
層
で
は
雇
傭
労
働
力
の
排
除
とI

部
家
族
労
働
力
の
補
宽
に
よ
っ
て
、
三
屯 

以
下
層
で
は
家
族
労
働
カ
.
ー
儒
労
働
力
の
排
除
に
よ
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
て 

:

ぃ
る
。

技
術
的
構
成
は
各
階
層
と
も
に
高
め
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、そ
の
高
め
方
は
、
 

一.
〇
0

屯
以
上
層
で
は
漁
船
へ
の
資
本
投
下
の
増
加
と
労
働
力
の
減
少
に
よ 

り
、

ー
〇
〇
屯
以
下
層
で
は
、
労
働
カ
の
滅
少
に
よ
っ
て
い
る
。
視
点
を
か
え 

て
い
え
ば 

一
M

営
体
あ
た
り
の
従
事
者
数
は
i

が
大
き
く
な
れ
ば
増
加
し
て 

.き
て
い
る
が
、
そ
の
^
!
的
差
は
一
罾
罾
体
当
り
平
^

^

数
の
差
よ
り
小
さ
く 

•
な
っ
て
い
る
と

い
ぅ
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

一

隻
あ
た
り
の
漁
業
従
事
者 

数
は
ニ
〇
〇
屯
以
上
層
も
、

I

〇
〇〜

ニ
〇
〇
屯
層
も
ほ
ぼ
ニ
〇
人
で
あ
り
、
 

三
〇〜

一
〇
〇
屯
層
で
一
五
人
、

一
〇〜

三
0

屯
層
で
一
〇
人
弱
で
あ
り
、
漁 

船
規
模
が
大
き
く
な
る
に
従
っ
て
一
隻
あ
た
り
ぼ
畠
者
数
の
増
⑽
^

向
は
小
と 

な
り
そ
の
結
果
技
術
的
構
成
が
高
ま
る
。

V 

技
術
的
構
成
の
差
異
に
も
と
づ
い
て
、
労
働
生
産
も
階
層
的
に
大
き
く
異
な 

る
。
労
働
生
産
性
の
i

と
し
.て
一
.従
霜
者
あ
た
り
の
漁
獲
金
額
を
み
る
と
三 

〇
屯
以
下
層
で
は
ニ
〇
万
円
以
下
で
あ
る
が
、
三
〇〜

一

〇
〇
屯
層
と
な
る
と
、
 

漁
獲
金
額
は
三
六
方
円
と
な
り
二
〇〜

三
〇
屯
層
の
一
.
八
倍
に
上
昇
す
る

。 

さ
ら
に
、

一
〇
〇〜

ニ
0

〇
屯
層
で
は
五
八
万
円
、
.
一
一0

〇
也
以
上
.で

は
九
六 

方
円
と
高
ま
る
。
こ
の
労
働
生
産
性
は
資
本
の
技
術
的
構
成
の
高
度
化
に
も
と 

づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

一
隻
当
り
の
屯
数
.
金

額

•
従
事
者
を
比
較
す
れ 

ば
明
瞭
で
あ
る
。

一
隻
当
り
漁
獲
金
額
は
、

一

隻
当
り
漁
船
也
数
に
、
.一
〇
〇 

.

屯
層
ま
で
は
ほ
ぼ
比
例
す
る
。J

〇
o〜

ー一〇
〇
屯
層
で
は
漁
船
屯
数
は
三
〇

〜

ー
〇
〇
屯
層
に
対
し
ニ

•
一
 

倍
で
あ
る
の
に
対
し
、
金
額
で
は
一
.
九
倍
で 

あ

り

一

一

〇

〇

屯

以

上

層

は

、

一
〇

〇

〜

一
一
〇

〇

屯

層

に
比
し
、
漁
船
也
数
で
は 

一
一
.
六
倍
で
あ
る
が
漁
獲
金
額
の
増
加
は 

一
•
七
^

に
と
ど
ま
り
、

金
額
.の
増 

加
は
遞
滅
す
る
。
し
か
し
、
漁
船
規
檄
の
増
大
は
、
漁
撈
技
術
の
高
度
化
を
伴 

っ
て
お
り
、

一
隻
当
り
従
事
渚
数
の
増
加
は
漁
船
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
小 

と
な
り
、
ニ
〇
〇
屯
.以
上
層
は一

〇
〇〜

ニ
〇
〇
屯
層
よ
り
漁
船
規
模
で
二 

•

六
倍
に
増
加
し
て
も
従
事
者
数
で
は
一
割
増
す
に
過
ぎ
.な

い

(

第
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こ 

の
よ
ぅ
な
一
隻
当
り
平
均
値
を
みれ
ば、

一
〇
〇〜

ニ
〇
〇
屯
層
と
ニ
〇
〇
屯

_ 

以

上

層

と

の

間

に

技

術

的

構

成

か

ら

み

て

も

‘、
'従

っ

て

労

働

の

生

産

性

に

お

い 

て
も
®

差
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
三〜

一
〇
屯
層
で
は
漁
船
規
模
の
増
大 

に
比
例
し
て
、
従
事
者
数
が
増
加
し
て
、
資
本
の
技
術
的
構
成
に
変
化
な
い
と

こ
ろ
の
量
的
経
営
規
模
拡
大
傾 

向
を
示
し
て
お
り
、

一
〇〜

三 

〇
屯
層
で
は
下
の
層
に
比
し
、
 

漁
船
屯
数
も
漁
獲
金
額
も
一
I

 

■
で
あ
る
が
従
事
者
数
は一

•
六 

倍
に
と
ど
ま
り
技
術
的
構
成
が
. 

高
ま
.
..つ
て
く

る

。
一~1
◦〜

..一
0 

〇
屯
層
は
一
〇〜

三
〇
屯
層
に
. 

対
し
て
漁
船
規
模
で
は
ニ
 

• 

ー1
倍
、
従
事
者
数
で
は
7

五 

倍
の
增
に
対
し
、
漁
獲
金
額
は

日
本
漁
業
の
階
層
構
成
に
関
す
る
一
考
察

ニ 

•

八
倍
に
の
ぽ
っ
て
い
て
、
こ
の
結
果
、
労
働
生
産
性
は
、
技
術
的
構
成
の 

高
度
化
を
上
ま
わ
り
前
階
層
と
異
な
る
。

一
〇
〇〜
ニ
〇
〇
屯
層
は
、
三
〇〜

 

一
〇
〇
屯
層
に
比
し
漁
獲
金
額
、漁
船
規
模
共
に
二
倍
と
な
っ
て
お
り
、従
辦
者 

数
で
は 

一
:-
u
:屑
に
と
ど
ま
り
、技
術
的
構
成
が
一
層
高
ま
る
。
す
な
わ
ち
、技 

術
的
構
成
、：

漁
獲
金
額
よ
グ
み
た
労
働
の
生
産
性
が
共
に
著
し
く
高
ま
る
の
は 

三
〇
屯
以
上
層
か
ら
で
あ
る
，こ
と
が
し
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で
ニ
〇
〇 

屯
以
上
層
は
ニ
〇
〇
屯
以
下
層
と
さ
ら
に
大
き
な
差
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 

日
本
漁
業
の
経
営
階
層
を
グ
ル
ー
プ
別
け
す
る
な
ら
ば
、
動
力
船
三
屯
未
満
の 

小
生
産
者
層
、
三〜

三
〇
屯
の
漁
船
規
模
拡
大
と
：と
も
に
漁
獲
金
額
も
高
ま
る 

が
、
労
働
生
産
性
、
資
本
の
技
術
的
構
成
に
大
き
な
差
が
み
ら
れ
ぬ
階
層
、
三 

〇〜

ー
一
〇
〇
屯
の
労
働
生
産
性
、
資
本
の
技
術
的
構
成
の
高
度
化
が
、
漁
船
規 

模
増
大
と
と
も
に
.す
す
め
ら
れ
る
層
、
及
び
ニ
〇
〇
屯
以
上
の
労
働
生
産
性
、
 

資
本
の
技
術
的
構
成
が
飛
躍
的
に
高
め
ら
れ
る
層
に
区
八
の
し
う
る
で
.あ

ろ

う

。 

か
か
る
区
分
.の
上
に
立
.
っ
て
^

^

^

^

#

の̂
©

[̂
に
^

M
を
加
え
て
み
よ

5
0

)四

昭
和
一
A

年
よ
り
三
三
年
の
間
の
経
営
体
数
の
醫
的
変
化
は
、
動
力
船
五 

屯
未
満
層
の
増
加
、
五〜

ー
〇
〇
屯
層
の
減
少
、
.1

〇
〇
屯
以
上
層
の
増
加
と 

い
う
両
極
的
分
化
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
前
節
で
区
分
し
た
吧
目
の
性
砠
と
、
 

こ
の
変
化
と
.は
，一
致
し
て
い
な
.い
面
を
も
つ
の
は
次
の
如
く
考
え
ら
れ
る
の
で 

あ
る
。
三〜

五
屯
層
を
増
加
さ
せ
て
い
る
条
件
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
を
導
入
し

_ 

一
 

九

一
 

七)

19
4.(
9.1

5.! 
4A
2.1

狻当第

階 ’

7} VI 

1,914
1,095

526
186

90
64
25

L 

8
 

8
 

3
 

4
 

1
 

5
 

4
 

Tt
L2
4 

2
0.
5.
2.
1.

屯以上 

- 200屯 

30〜100屯 

10〜30朮 

5 〜10屯 

3 〜 5 屯 

0 〜 3 屯

00 
00〜 :



第 ，9 表 階 層 別 坐 産 の 変 化

動 \ 項  

力'経产N k 目

層 \

経営体数

S ■

漁獲金頟

H _

漁 獲 数 量
— 経 .営，体. 
平均漁獲量 
33年 ；

蘇  X l 0 0

一人当り 
平均屯数

一人当り平 
均漁獲数最

_

2 0 0 屯以上 182 221 178 98 197 114
100〜200屯 107 145 139 130 119 148

30〜100屯 89 122 118 131 123 •145
10〜如屯 88 118 94 107 188 132

5 〜10屯 ’ 80 126 92 118 133 144

3 〜 5 屯 115 170 126 107 160 146

て
宸
傭
i

力
を
排
除
し
、
家
族 

霞

力

増

加

に

よ

？
て

、
.小

生

産

■と
し
て
営
ん
■で
.く
る
傾
向
に
あ
る 

:

こ
と
で
.あ
る
？
こ
の
®

は
、
'
特 

に
漁
業
先
進
地
帶
に
お
卜
て
増
加 

.し
で
き
て
お
り
、
そ
の
地
帯
で
は 

三
屯
1

の
小
型
動
カ
化
の
普
及 

度
が
高
く
、
'

m

屯
盡
層
の
競
争 

が
激
化
し
て
お
り
、
小
生
産
者
は 

j
r

一
〜

五
屯
層
へ
と
上
昇
す
石
傾
向 

に
^
!
る
0

三〜

五
屯
層
は
ニ
.八
年
.
 

に
：比

し

三

三

年

に

は

"

平

遼

事
 

者

が

六•

一
ー
人
か
ら
四
•
七

人

と 

:

1

.

.

.
五
人
滅
少
し
て
き
て
お
り
、

. 

技
術
的
構
成
も
高
ま
つ
て
き
て
い 

る

が

、
な

お

労

働

生

産

性

.は

低

く

、 

こ
.の
階
層
に
お
い
て
自
己
を
ft
持 

.す
る
為
に
家
族
労
働
力
に
よ
る
集 

約
化
の
方
向
が
と
ら
れ
て
い
る
の 

，
で

あ

る

。

五〜

三
〇
屯
層
は
そ
の
範
囲
に 

お
け
る
漁
船
規
模
.の
拡
大
で
は
、

労
働
の
生
産
性
ば
高
ま
ら
ず
、
こ
の
.醫

間

の

競

争

、
.
さ
ら
に
上
層
と
.の
競
争 

を
'通
じ
て
、
没
落
し
て
い
る
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
^

^
で
も
一
：释 

営
体
当
り
従
事
者
の
減
少
、
.'
若
干
の
技
術
的
歡
成
の
高
度
化
に
よ
ク
て
、

一
人 

当
り
の
¥

均
漁
獲
量
、
金
額
共
に
增
加
.1
>
て
き
て
い
る
が
な
お
上
層
と
の
差
が 

著
し
い
こ
と
は
先
に
i

し
た
如
く
で
あ
$

、
.'
こ
.の
i

は

_

体

数

変

化

の
 

傾
向
と
：{
致
し
て
い
る
。
:
,-
.

三
〇〜

-
〇
〇
屯
層
は
前
節
で
.み
た
如
义
労
働
生
産
性
•
資
本
の
技
術
的 

構

成

が

高

ま

る

層

で

あ

り

、

一

経

^

:

当

り

漁

獲

数

量

も

ニ

八

年

に

比

し

三

八 

%

増
加
し
て
.い
る
。
'こ
の
階
層
の
.経
営
体
数
が
減
少
し
て
い
る
一
因
は
、
こ
の 

i

r

ば
、
.
没
落
要
因
を
内
蔵
し
て
い
る
階
層
が
、
資
本
主
義
的
再
生
産
可
能 

経
営
層
と
セ
X

サ
ス
で
は
一
括
さ
れ
て
い
る
'こ
と
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
す
な 

わ
ち
、
各
醫
の
動
向
と
漁
船
数
の
推
移
が
ら
み
れ
ば
、
ニ
0

~
五
〇
屯
層
の 

漁
船
は
減
少
し
て
き
て
お
り
、
経
営
体
数
の1

1
A
年
か
ら
三一

一
年
ま
で
の
三
〇 

〜

五
〇
屯
層
の
動
向
ば
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
か
か
る
階 

層
の
動
向
が
頭
く
経
営
体
数
の
上
で
は
打
ち
出
さ
れ
、
生
産
の
上
で
は
五
〇〜

一
〇
〇
屯
層
の
性
格
が
現
わ
れ
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

.1

〇
〇〜

ニ
〇
〇
屯
層
は
、
漁
船
規
模
も
大
き
く
、
操
業
区
域
も
従
っ
て
広 

く
、
.豊
度
の
高
い
漁
場
で
の
操
業
に
よ
っ
て
超
過
利
潤
を
得
る
こ
と
の
出
来
る 

階
層
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
.ま
た
こ
の
層
'(

或
い
は
五
〇
屯
以
上
層)

よ
り
犀 

傭
労
働
力
の
専
業
化
が
高
ま
る
。
す
な
わ
ち
生
産
の
季
節
性
が
克
服
さ
れ
' 

多 

角
経
営
に
よ
る
周
年
操
業
あ
る
い
は
、
以
西
底
曳
網
漁
業
や
ま
ぐ
ろ
漁
船
の
如 

く
単
一
漁
業
に
よ
る
周
年
操
業
が
確
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
共
に
i

関
係
に
家
父
長
的
関
係
を
と
ど
め
て
い
る
漁
業
に
お
い
て
も
、
そ
の
関
係
を
排 

除
す
る
力
が
働
い
て
く
る
の
で
¥

一
一
〇

〇

屯
以
上
層
は
一
一
八
ノ
ヰ
に
比
し
、

経

営

体

数

は

著

し

く

^

加
し
、
 

そ
れ
に
比
例
し
て
、
漁
獲
数
量
の
全
漁
獲
量
中
の
比
重
も
高
ま
っ
て
い
る
。
し
’ 

か
し法

！：！：

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ひ
は
、

一
経
営
体
当
り
の
漁
獲
量
は
増 

加
よ
り
む
し
ろ
減
少
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
漁
船
規
摸
の
飛
_
的
拡 

大
、
技
術
的
構
成
の
高
度
化
に
も
拘
ら
ず
、生
産
雙
里
の
視
点
に
立
つ
な
ら
ば
、
 

i

人
当
り
漁
獲
量
は
一
四
％
の
伸
び
を
.示
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
か
つ
、
生 

産
量
に
お
い
.て
は
一
〇
0〜

ー
一
〇
〇
屯
層
の
一
入
当
り
量
と
一
.
六
屯
の
差
が 

あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
か
か
る
点
よ
り
み
れ
ば
、
ニ
〇
〇
屯
以
上
層
は
一
つ
の
限
：
 

界
に
達
し
て
い
る
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

漁
業
に
お
い
て
は
、
労
働
対
象
の
量
は
自
然
的
に
制
約
さ
れ
て
お
り
、
漁
場 

豊
度
も1

定
の
限
界
が
あ
り
、
漁
船
を
大
型
化
し
、
漁
場
範
囲
を
拡
大
し
て 

も
、そ
れ
に
よ
る
労
働
生
産
性
増
大
は
限
定
を
受
け
ざ
る
を
え
な
い
。
さ
ら
に
、
 

漁
船
大
型
化
に
基
づ
く
®

過
利
潤
も
、
自
由
に
資
本
が
流
入
す
る
な
ら
ば
、
 

労
働
対
象
そ
の
も
の
の
減
少
：に
よ
っ
て
速
や
か
、に
消
滅
し
て
ゆ
く
。
こ
，.こ
に
、 

国
家
権
力
に
よ
る
漁
場
制
限
、
，集
数
、
屯
数
制
限
に
よ
る
»
過
利
潤
確
保
が
資 

本

に

.よ

っ

て

要

求

さ

れ

る

。
か
か
る
制
限
は
当
該
漁
業
を
営
む
権
利
を
も
つ
資 

本
に
と
っ
て
も
、
競
争
を
通
じ
て
漁
船
大
型
化
が
要
請
さ
れ
る

と

き

、
.
.
あ

る
い 

は
籍
営
規
模
を
同
一
経
営
体
の
増
加
に
よ
っ
て
拡
大
し
よ
う
と
す
る

と
き
制
限 

と
な
.っ
て
現
象
す
る
？
そ
の
制
限
.は
当
該
漁
業
を
営
む「

権
利」

の
売
買
価
格 

と
な
.っ
て
'あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
超
過
利
潤
の
資
本
還
一
兀
が「

権
利」

，

日
本
漁
業
の
階
層
榴
成
に
関
す
る
一
考
察

'

価
格
で
あ
り
、
自
ら
.の
超
過
利
潤
が
自
ら
を
制
約
す
る
。
か
か
る
制
約
が
あ
る 

為
、
漁
船
の
大
型
化
を
す
す
め
る
と
き
、
漁
船
建
造
資
金
の
み
で
は
或
る
種
漁 

業
に
お
い
て
は
不
可
能
と
な
る
の
で
減
^

か
か
る
制
約
に
よ
っ
て
、
漁
船
規 

摸
の
小
な
る
経
営
体
と
大
な
る
経
営
体
と
の
差
は
、
漁
船
規
模
に
還
宠
す
る
こ 

.
と
の
で
き
な
い
®

.̂
：
潜
め
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ニ
〇
〇
屯
以
上
層
と
五
〇〜

ニ
0'
〇
屯
層
と
の
階
層
的 

差
の
拡
大
傾
向
が
見
出
さ
れ
る
。
五
〇〜

f

一〇
〇
屯
層
で
は
漁
船
規
模
拡
大
が 

労
働
生
産
性
の
増
加
と
し
て
機
能
し
'
資
本
主
義
的
再
生
産
が
行
な
わ
れ
て
い 

る
が
、
上
層
と
の
差
を
縮
小
し
て
い
く
発
展
が
、
上
層
と
の
競
争
の
も
と
で
困 

難
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
五〜

五
〇
屯
層
は
技
術
的
構
成
、
労
働
生
産
性
の
低 

位
、
そ
の
も
と
で
の
上
層
1

と
の
競
争
及
ぴ
同
一
間
の
競
争
に
よ
っ
て 

最
も
不
安
定
な
経
営
階
層
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
1

9|
1

に
お
い
て
は
資
本
制
員 

檠
の
最
上
層
で
あ
っ
た
ニ
〇〜

五o

屯
層
は
、
現
在
上
層
の
資
本
制
漁
業
と
同 

種
漁
業
を
営
む
経
営
体
が
多
く
、
従
っ
て
不
安
定
な
度
合
も
高
く
、
資
本
制
漁 

業
に
お
け
る
；

S

層
の
分
化
の
基
点
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

.

(

法
1)

F

沿
岸
漁
業
櫳
造
に
関
す
る
.研
究」

I 

i
 •
!(

沿
岸
漁
業
檇
造
協 

.
議
会
、'
.
,
山
卩
初
雄
縞)

及
び
高
山
隆
三「

最
近
に
お
け
.る
漁
家
層
の
動
向」 

(「

H
田
学
会
雑
誌」

：第
五
三
巻
第
三
号〕

参
照
。

(

法
2)

「

K
丸
の
乗
組
員
は
長
年
月
に

亘
(?
;
そ
の
家
は
代
々
決
定
し
て
お
り 

(

当
地K

はo
f

を

『

株』

と
称
し
て
い
る)

.こ

の
賭
係
は
真
に

重
大
な
る
意 

.

義
を
持
っ
て
い
ま
す
。
且
相
当
の
：年
齢
に
達
す
る
迄
乗
船
し
て
い
る
の
で
.：

• 

■ 

V

ニ
'
r
 x

 

五—.
九)



■…
大
型
鮪
専
業
船
に
移
乗
さ
せ
る
こ
と
は
年
齢
的
労
働
条
件
か
ら
推
し
て

…
.
•.直
ち
に
失
業
に
追
い
や
る
結
果
と
な
り
他
船
を
含
め
た
全
乗
組
員
に
対
す 

る
心
理
的
動
揺
は
極
'

て
重
大
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す

。」
(

一
九
六
〇
年

一
 

月

「

K

*
新
造
借
入
申
入
書」

静
岡
県
o

漁
協
資
料

)

(

注
3) 

一
 

一
〇
.
o屯
以
上
層
と 

一
0

0〜

ー
一
〇
〇
屯
層
を
対
比
す
る
と
き
、
従 

.
事
者
一
人
当
b
漁
獲
量
の
差
は
小
で
あ
る
が
、
漁
镟
金
額
の
差
は
著
し
い
。
 

そ
の
差
は
漁
獲
物
の
保
管
設
備
の
相
邋
が
一
因
を
な
し
て
い
る
。
漁
獲
物
の

一
 

m

-r(

五
ー
§

価
値
維
持
の
為
に
、
冷
凍

.
*冷
蔵
設
備
を
設
置
す
る
に
は
、
漁
船
規
模
が
大 

で
な
け
れ
ば
な
ら

*.
い
。

1 

(

注
4 )

「

本
船
建
造
に
つ
い
て
の
最
終
的
な
追
加
漁
業
権
二

 

0

0
屯
は
本
年 

,ー
月
五
、〇
〇
〇
千

B
2

見
当
に
て
予
め
契
約
は
な
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、漁 

業
権
の
値
上
り
は
，驚
く
べ
き
急
騰
を
来
し
、
.
遂
に…

…

一
五
、
〇
0

〇
千
丙 

に
依
り
瞒
入
す

.る
結
果
と
な
り
是
に
依
り
ー
〇
、

0

0

0
千
丹
の
資
金
訐
画 

の
蹉
跌
を
生
ず
る
に
至
り
ま
し
た
。

」
(

前
出
資
料

〕
'

初
期
作
品
に
み
る
ト
マ
ス

一モアとイギリ

 

'ス

.
ル
ネ
サ
ン
ス

.

ニ

ピ

コ

.
•デ

ラ

.
ミ
ラ
ン
.ド
ラ
伝 

三
リ
チ
ャ
ー
ド
三
抵
の
歴
史

一

モ

ア

と

イ

ギ

リ

ス
•

ル
ネ
サ
ン
ス

ト
マ
ス
•
モ
ア(

T
i
l
o
m
a
s

 M
o
r
e

 

1
4
7
00

丨
1
5CO
5)

の
生
涯
に
ど
っ
て
、「

ユ 

ト
一
ピ
ア」

(
U
t
o
p
i
a
)

の
出
版
さ
れ
た
一
五
一
六
年
は
一
つ
の
転
機
に
な
っ 

て
い
る
と
い
え
よ
ぅ
。
必
ず
し
も
モ
ア
自
身
は
、
そ
れ
を
境
に
変
貌
し
て
い
る 

訳
で
は
な
い
が
、翌
一
五
一
七
年
.マ
ル
テ
ィ
ン
，
ル
タ

I 

L
u
t
h
e
r
)

 

の
免
罪
符(

I
n
d
u
l
g
e
n
c
e
)

を
非
難
ず
る
九
十
五
ヵ
条
が
ヴ
ィ
ッ
テ
シ
べ
ル 

ク
の
教
会
の
扉
に
か
か
げ
ら
れ
、
漸
く
ョー

 

ロ
ヴ

パ
は
宗
教
改
革
の
時
代
に
入 

っ
て
い
く
。
そ
れ
を
反
映
し
て
モ
ア
の
作
品
も
、
以
後
多
く
は
宗
教
論
争
の
形 

を
と
る
に
至
る
。
こ
の
頃
の
宗
教
論
は
、
同
時
に
政
治
論
の
含
み
を
も
っ
て
い 

た
て
こ
の
よ
ぅ
な
の
宗
教
改
革
期
に
対
し
て
、「

ピ
コ
.

デ
ラ
.
'
ミ

ラ 

ン
ト
ラ
伝」

、「

リ
チ
ャー

ド
三
世
の
.歴
史」

を
経
て「

ユ
^
—
ピ
.ア」

.
を
書
く 

初
期
作
品
に
み
る
ト
マ
ス
.
モ
ア
の
社
会
思
想

モ
ァ
の
社
会
思
想

.
 

...

渡
：「

辺

，和
.

一：

郎

に
至
る
前
^

は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
と

呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
と
言
え
よ
う
。

従
来
、
モ
ア
の
研
究
の
殆
ん
ど
が「

ユ
ト
ー
ピ
ア」

以
後
に
焦
^

を
置
き
、
 

こ
の
作
品
に
先
立
づ
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
モ
ア
は
等
閑
に
附
さ
れ
が
ち
で
あ
っ 

た
。
こ
の
た
め
モ
ア
か

'

_

史
を
た
ど
る
こ
と
が
_

と

な

り

、

「

ユ
ト
.丨
ピ 

ア」

.̂
宗

教

改

革

期

.
の

モ

ア

を

、
，
あ

る一
面
か
ら
の
み
眺
め
る
嫌
い
が
少
な
く 

'
は
な
か
っ
た
。
彼
を
も
っ
て
近
代
社
会
主
義
の
先
駆
者
と
な
し
た
り
、
或
い
は

C
3

)ヵ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
人
に
ま
つ
り
あ
げ
た
り
す
る
よ
う
に
、
そ
.の
解
釈
が
さ
ま
ざ 

ま
に
変
化
す
る
の
も
、
こ
れ
ら
.の
見
解
が
モ
ア
の
P

#
史
の
全
貌
を
か
え
り
み 

な
い
で
、
恣
意
的
な
視
点
か
ら
の
考
察
に
と
.ど
ま
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え 

•
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
モ
ア
の

P

形
成
の
全
過
程
を
跡
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
 

彼
の
正
し
.い
理
解
に
到
達
し
よ
う
と
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
今
迄 

比
較
的
看
過
ご
さ
れ
が
ち
で
.あ
っ
た
ル
ネ
サ
ン
ス
双
の
モ
ア
を
対
象
と

し
て
と 

り
あ
げ
、
.-
主
と
し
て
こ
の
時
代
の
作
品
を
逋
し
て
初
期
の
ト
マ
ス
.
モ
ア
の
思 

想
を
明
ら
か
匕
し
た
い
。
.

. 

:

モ
ア
の
作
品
'は
英
文
と
ラ
テ
ン
文
の
両
方
に
わ
た
っ
て
い
る
。
当
時
の
ヒ
ユ

ニ
三
ハ

2£
ニ
C


